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§１．研究成果の概要 

 

本研究は、ヒトに近縁なマカクザルを対象にした新たな光遺伝学技術を確立し、ドーパミン神経

系が多様な脳機能を実現するメカニズムの解明を目的とする。また、ドーパミン神経系の異常がも

たらす様々な脳機能障害に対し、その治療に有効な光遺伝学を用いた脳深部刺激療法（DBS）を

開発する。 

２０２０年度は、まず、意思決定課題遂行中のサルのドーパミンニューロンから神経活動を電気

生理学的に記録し、ドーパミンニューロンが選択肢の価値、選ぶべき選択肢、サルの選択行動な

ど、意思決定の実行に必要な様々な情報を伝達することが明らかになった（Yun et al. & 

Matsumoto, Science Advances, 2020）。また、ドーパミンニューロンから投射を受ける側坐核から神

経活動を記録し、側坐核ニューロンも意思決定の実行に必要な様々な情報を伝達するが、より多く

のニューロンがサルの選択行動に関わる情報を伝達することが明らかになった。このことは、ドーパ

ミンニューロンから側坐核に投射する神経路において、選択肢の価値情報が選択指令に変換され

ることを示唆している。そして、ドーパミンニューロン―側坐核神経路の活動を光遺伝学手法を用

いて介入操作することにより、サルの意思決定を人為的に制御することに成功した。これは、当該

神経路の活動とサルの意思決定の間に因果関係があることを示している。最後に、光遺伝学を用

いたDBSを開発することを目的に、線条体・側坐核の特定の領域に入力するドーパミンシグナルを

不活化できるげっ歯類およびサルのモデル作製に取り組むとともに、これらのモデル動物を用いて、

光遺伝学的 DBS が高い治療効果を示すアプローチ（ターゲットとなるニューロン種や神経路、ター

ゲットに対する興奮 vs.抑制作用等）の探索、およびドーパミンニューロン変性時に運動障害が生じ

る神経メカニズムの解析をおこなった。 

 

 

§２．研究実施体制 

 

（１）松本グループ 

① 研究代表者：松本 正幸 （筑波大学 医学医療系、教授） 

② 研究項目 

・基底核ドーパミン回路の機能局在解明：電気生理実験 

・基底核ドーパミン回路の機能局在解明：介入操作実験 

・基底核ドーパミン回路の機能再建 

 

（2）高田グループ 

① 主たる共同研究者：高田 昌彦 （京都大学 霊長類研究所、教授） 

② 研究項目 

・基底核ドーパミン回路の機能局在解明：電気生理実験 

・基底核ドーパミン回路の機能局在解明：介入操作実験 

・基底核ドーパミン回路の機能再建 
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（３）知見グループ 

① 主たる共同研究者：知見 聡美 （自然科学研究機構 生理学研究所、助教） 

② 研究項目 

・基底核ドーパミン回路の機能再建 
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